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角 口科学技術協力をさらに
推道するために

東北大学束北アジア研究センター 客員教授 坊t本： 王見意［

今年4月から客員教授を拝命しております。これまでの経験

を基に、本研究セン ターでの 日口科学技術協力をさらに推進す

る具体策について考えてみたいと思います。

私は、 1998年7月に科学技術振興機構 (JST)からモスクワ

にある ISTC（国際科学技術センター）に赴任し、今年1月まで

丸6年半ロシアに滞在しておりました。ISTCは、 1994年に日本、

米国、 EU等からの拠出金により、ロシア・ CIS諸国の大塁破壊

兵器関連研究者の平和目的の研究プロジェクトを支援するため

設立された国際機関で、現在は日本、米国、欧州、カナダ、韓

国、ロシアCISからの総勢220名程のスタッフで構成され活動

を行っております。プロジェクト関連事業とプロジェクト支援

事業に分かれますが、私の担当は、日本企業がロシア研究機関

に研究委託するパー トナープロジェク トの立ち上げ支援と、ジ

ャパン・ワークショップ (JWS)の開催です。一言で言います

と、日本企業とロシア・ CIS研究機関の橋渡しです。

ところで、 ISTCを通じてパートナープロジェクトを立ち上げ

た一部の租極的な企業は別として、 一般的な 日本企業ではロシ

アの優れた研究者の存在すら知らず、どの様な技術がありどの

様にロシアと共同研究をしたらよいのかなど全く分からないの

ではないでしょうか。そのため、ロシアには優れた技術がある

ことを丁寧に説明し、 PRしなければ関心を示されません。日本

企業サイドに立ってニーズを把握し、適合するロシア技術を選

び出し、 両者間のプロジェクト契約交渉、契約手続に関するサ

ポー トを行い、更にはプロジェクト実施中の諸問題にまでアド

バイスすることが必要となります。

そのためには、 日本国内の企業 ・研究機関が必要としている

具体的なロシア科学技術を、本研究セン ターにおいて調査する

ことです。そして、この調査結果に従い、必要とするロシア科

学技術を保有する研究者、研究所をノボシビ）レスクの日本館に

おいてロシア科学アカデミー、 ISTCデータベース等を利用して

調査を実施するのです。その際日本館におけるロシア技術の調

査能力が重要なポイントになります。日本企業から調査依頼が

来た時に、 的確なロシア技術の情報を迅速に調査できる体制を

整え '9る必要があるためです。また、調査対象範囲はシベリア地

域に限定せず、ロ シア全土、即ちAllRussiaをカバーしたもの

でなければなりません。

現在、 日本館では「シベリア通信」「新技術開発記事ダイジェ

スト」を大変なご苦労を費やし定期的に発行しておりますが、こ

れに費やすエネルギーの一部、あるいは大部分を技術調査に振り

向け、プロジェク ト成立を目的とした活動にする ことは出来ない

ものでしょうか。 この様なロシア

技術情報は、プロジェク トが立ち

上がるよう懇話会会員企業殿にお

願いする場合にも有効ですし、今

後いろいろな企業からロシア技術

の調査佑沸員が来た場合にも利用出

来ます。また本研究センターにお

いて近い将来、ロシアワークショ

ップを開催する場合の参考情報と

しても利用出来るのではないでし

ょうか。

以上の様に、具体的にプロ ジ

ェク トに結び付く技術調査業務

が重要であると考えております

が、皆様如何お考えでしょうか、

ご一考頂ければと思います。
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大腿骨を杖として （左董者、右ヤクート人
のミーシャ ；マンモス発掘Project時）
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地域交流研究部門科学技術研究分野助教授

石井敦

昨年10月から本センターの科学技術研究分野・

助教授を奉職することになりました石井敦と申し

ます。専門は環境政策論です。具体的には、環境

問題や資源問題などの国際的なリスクに対処する

ためのリスク外交や、北朝鮮の環境問題をフィー

ルドとして、政策科学と科学技術社会学の手法を

融合した研究を進めています。

私はいわゆる、帰国子女です。日本に戻ってき

たのは小学校3年生のときですが、小学4年生のあ

る日、小学校の一角に私を呼び出した友人たちは、

私にこう忠告したのです。

「もっと日本人らしくしたほうがいいよ。」

言われた直後は、みんなと同じにしたほうがい

い、と忠告してくれたのだと思い、友人たちに感

謝の念すら覚えていたのですが、その後、進学す

るにつれ、友人たちの忠告がとても怖いものに思

えてきました。よく考えてみれば、当時小学校4

年生の彼らに「日本人」とは何かという ことなど

分かるはずもないのに、敢えて「日本人」という

言葉を「みんな」の代わりに使ったことになりま

す。この違和感を言語化できたのはようやく大学

生になってからでした。小学校4年生の友人に自

国際交流担当助手

徳田由佳子

昨年までは教務職員として、本年4月からは助

手として本センターのお世話になる ことになり

ました徳田です。主に日本館（在ノボシビルス

分の知らないはずの「日本人」という言葉を使わ

しめた日本社会とはいったいどういう社会なのだ

ろうか、と。これが、私が研究者の道に進むこと

になった原体験です。

私は大の映画好きです。大ヒットした 『マ トリ

ックス」は、その独特の世界観も話題を よびまし

た。機械文明がさらに発達した時代、ある召使ロ

ボットが自我に目覚め、殺人を起こしたことがき

っかけで、人間対ロボ ットの世界大戦が勃発しま

す。ロボットは太陽光発電による動力を得ていた

ので、人間側は地球を雲で覆いつくし太陽光を遮

る作戦に出ますが、ロボット側は動力源を人間の

生体エネルギーに切り 替えることに成功 します。

映画のタイトルである「マトリックス」とは、生

体エネルギーを吸い取るために眠らされている人

間たちの意識に強制的に埋め込まれた仮想世界の

ことをさしているのです。

この映画が訴えたかったことは、「観客である

貴方は現実世界に住んでいるかもしれないが、

その現実世界も実は仮想世界であるマトリック

スとそう変わるところがないのではないか」と

いうことだと思います。友人たちが「日本人」

という言莱を使わざるを得なかった理由は、彼

らが認識させられていた日本社会という「マト

リックス」にあるのではないで しょうか。現実

世界に流布している仮想世界の「マトリックス」

を打ち破り、現実世界を規定する真の「マトリ

ックス」 とは何かを明 らかにする ことが研究な

のだと思うのです。

ク東北ア ジア研究センター連絡事務所）の管理

運営およびロシアの科学技術情報の収集などを

行っています。残念ながらこれまで科学技術に

関し専門的に学んだ経験がなく深い知識に欠け

るため、突っ込んだ情報を提供というよりはむ

しろ、現在ロシアではどのような研究が行われ

ているのか、ロシアお薦めの新技術にはどんな

ものがあるのかを東北アジア学術交流懇話会会

員の皆さんにご紹介 し共同研究や開発などのヒ

ントとしてご活用いただくことを目的としてや

-2-



ってきました。そのような情報の一部は本セン

ターの刊行物アラカルト 14号としてまとめられ、

出版されておりますので東北アジア学術交流懇

話会関係の皆様のお手元には既に届いているか

と思います。

現在、日本館のあるアカデムゴロドクには韓

国科学技術研究院の事務所、世界的にも有名な

家電メーカーとなったサムスンの事務所があり、

頻繁に視察や共同研究、人材発掘などを目的と

したノボシビルスク訪問団が組織されていると

いいます。今、何かと注目されているロシアの

経済特区プロジェクトに関連し、中国はロシア

と共同でノボシビルスク、バルナウール、イル

クーツクの 3ヵ所にテクノパークを創設すること

にな っているようです。また、 ドイツはノボシ

ビルスクに学術組織や企業の連絡事務所を持っ

ていませんが、数年前に領事館を開設しました。

ビザの取得が非常に容易になり、学術関係者は

何の問題もなくドイツに行くことが可能になり

u 地域環境研究部門資源環境学研究分野助手凋 睡フオン、シュエン

6月から、東北アジア研究センター助手に着任

致しましたI馬 眼です。私は、 1999年中国・長春

市にある長春科技大学にて工学修士を、 2002年に

は吉林大学にて工学博士を取得しました。専門は、

地球計測・情報処理技術です。博士取得後、吉林

大学地球探査情報技術学院において、講師として

勤務していました。2003年1月より、研究員とし

て東北大学工学部に所属、同年3月より 2年間、

東北アジア研究センターにて研究機関研究員とし

てお世話になっていました。このたびの助手着任

にあたり、引き続きよろしくお願い申し上げま

す。

私は、 主に、弾性波伝播に関する研究、弾性波

探査に関する信号処理、地中レーダ (GPR) に関

する信号処理を行っています。弾性波伝播に関す

る博士論文 「Nonlinearlongitudinal wave before 

shock wave in homogeneous solid and its 

東北アジアニューズレター

ました。一方、ノボシビルスク地方行政はハン

ブルグにオフィスを持っており、 ドイツとノボ

シビルスク間では密接な交流が行われています。

日本館開設から 7年の間に様々な国との交流を

持ち、変化を続けているノボシビルスク（特に

ロシア科学アカデミーシベリア支部）は、ロシ

アが目指すハイテク経済のための戦略的地域と

して今後益々ヨーロッパやアジアから脚光を浴

びることになるのは必至です。ロシアの科学技

術についての情報収集は今後ももちろん優先的

に行っていきたいと考えておりますが、ロシア

にはすぐ使える技術が少ないという見方もあっ

てか日本ではあまり話題にならないシベリアに

ついて、日本館での活動を通じ、競ってこの地

に入り込もうとする他国の動きやロシア側の思

惑、将来の展望などについても注意を払いロシ

ア科学技術と併せて考えていくことで今までよ

り一歩踏み込んだ見地で理解を深められるよう

に努力していきたいと思います。

application in the seismic exploration （均質固体中

の衝撃波前非線形縦波の研究と弾性波探査におけ

るその応用）」により博士号を取得しました。弾性

波探査の信号処理の分野では、 1996-1999年に中

国石油天然ガス集団公司 (CNPC) によるプロジ

ェクト「中国東部大陸辺縁部主要凹地構造と深部

石油ガス探査の研究」に参加、 1999-2000年には、

大慶石油管理局地球物理探査公司による「高精度

弾性波探査層ー地質層同定技術の研究」において

信号処理を担当しました。

現在は、人道的地雷除去活動に関連する SAR-

GPRの開発、金属探知機および地中レーダのセン

サー融合技術である地雷探知システム ALIS

(Advanced Landmine Imaging System)に携わり、

地中レーダ (GPR)信号処理を担当しています。

昨年12月には、佐藤源之教授とともに日本国際協

カシステムによるアフガニスタン現地地雷探知実

験に参加しました。私にと って、初めてのアフガ

ニスタンでしたが、人々の居住区と地雷埋設地が

隣接している現場を目の当たりにし、高性能の地

雷探知機の必要性をさらに強く惑じました。地雷

探知機の実用化を目標に、ここ仙台で研究に邁進

したいと考えております。どうぞよろしくお願い

致します。
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客員教授紹介

ロシア科学アカデミーシベリア支部 ，動物分類学生態学研究所研究員

西シベリアの南部の森林ステップの湿地帯は多く

の水鳥が飛来する場所として知られているが、ここ

50年ほど多くの種類の水鳥の数が大きく減少してき

ている。しかし、その原因が湿地面積の減少のみと

は考えることはできないようである。ユルロブ客員

教授は西シベリアの湿地の鳥類を長年研究してお

り、現在動物分類学生態学研究所において鳥類研究

グループの長として、水鳥類、とくにカモ類、チド

リ類、カモメ類を中心として、その個体数を決定す

る要因について、気候や環境変化ばかりでなく、繁

殖に係わる要因（一腹の卵数、卵サイズ、産卵率、

巣立ちの数など）や種内 ・種間関係の影響について、

色をつけた足輪で個体を識別する方法などを用いて

詳細な研究を進めている。

ここで、その研究結果の一端を紹介することにす

る。いくつかのカモ類やチドリ類では繁殖を決定す

るものとして春の気候が最も重要であることが分か

った。たとえば、春の気温の上昇が遅れるとある種

のカモでは飛来しても産卵せず、巣作りの時期が1ヶ

月も遅れることがある。そして、産卵時期が遅れる

と一羽の生む平均卵数が減少し、巣立ち数はさらに

ュルロブ，アレキサンドル

大きく滅少する。複数回産卵する種では、最も繁殖

率がよい最初の産卵が遅れ、そのため平均産卵数が

減少するとともに、産卵期間が短くなると巣作りの

場所の取り合いも激しくなって、放棄される卵が増

え、捕食者に食べられる卵数も多くなる。そのため

卵の死亡率が増加し、巣立ちできた雛の数は平常年

の1/10にも減少してしまう 。結果として、成鳥の死

亡率は少ないのにもかかわらず、繁殖できた成鳥の

割合は減少し、個体数の増加は少なくなる。この現

象はカモ類のほか、チドリ類やアジサシ類にも見ら

れる。このように、西シベリアはヨーロッパの他の

地域に比べ、

気候は鳥の繁

殖にとってよ

り厳しく、と

くに春の訪れ

の時期が早い

ことが個体数

増加にとって

重要となる。

（菊地永祐） 繁殖コロニーの調査風景

上海社会科学院歴史研究所の研究員 金良 杭チェン、ハン

銭杭先生は現在、上海社会科学

院歴史研究所の研究員を務めてお

られる中国史の専門家である 。

1953年 8月23日に上海市にお生ま

れになった銭先生は、 1966年勃発

の文化大革命の影響を、ちょうど

その学齢期に体験された世代である。先生ご自身、

「下放」による農村での労働体験を経た後、 25歳で

華東師範大学歴史系に入学された。その後は同大学

大学院中国史学研究所に進学され、 1985年に歴史学

修士学位、 1988年には歴史学博士学位を取得されて

いる。そして、同大学院ご卒業とともに、上海社会

科学院歴史研究所助理研究員に就任され、 1990年に

は同研究所副研究員、1994年には研究員に昇任され

て現在に至っている。

ご専門は古代から近現代に至るまでの中国の親

族・家族制度、特に宗法と宗族組織についての研究

である。主著に 「周代宗法制度史研究』 (1991)、

『中国宗族制度新探』(1994)、『伝統与転型 ：江西泰

利農村宗族形態ー一項社会人類学的研究』(1995)、

『血縁典地縁之間一中国歴史上的聯宗与聯宗組織』

(2001)などがある。また、日本の学術書の中国語訳

も手がけられ、瀬川昌久著 『族譜一華南漢族の宗

族・風水・移住』、田仲一成著 「中国の宗族と演劇j

などを翻訳された。

1995年9月から 1998年4月には、金沢大学文学

部・教育学部外国人教師として来日され、ご家族

ともども約2年半を金沢で過ごされた。奥様は独

身時代に職場の研修で2年ほど東京に滞在された

ことから日本語に堪能で、また娘さんも現在、上

海の大学の日本語科に在籍するなど、 一家を挙げ

ての知日派である。銭先生は目下、日本の家族制

度史に関心をもたれ、東北大学図書館の狩野文庫

などに入り 浸られては、研究活動にいそしむ毎日

を送られている。

（瀬川昌久）
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東北アジアニューズレター

● |『文姦孝客唐認需翌‘
2005年度（平成17年度）から、本センターに

多大なご功績のあった方に東北アジア研究セン

ター・フェロー号称を授与することと し、この4

月1日をもって3名の方がフェローになられまし

た。

本センターでは、センター客員教授や共同研

究などを通じて、センタ ーの研究・各種業務に

多大な貢献をされた国内外の優れた研究者の中

で、センターに格段の理解を有し、将来も継続

してセ ンタ ーの研究、学術交流、各種社会貢献

等において協力が得られる方にセンタ ー・フェロ

一称号を授与するフェロー制度を制定しました。

お一人目 (CNEAS-01)は、ロシア科学アカ

先生は、日本のロシア研究、朝鮮半島研究の第

一人者として令名が高く、その学問的ご業績は

多数にのぼり ます。また、我が国を代表するオ

ピニオンリーダーの一人でもあられます。セン

ターの「東北アジア」地域研究各方面でご支援

をいただいたのみならず、「東北アジア」という

地域名称を定着させる ことが、この地域に対す

る我が国の国民各層の関心拡大にとって不可欠

であるという、本センターの使命に関わる問題

にも深いご理解を示され、多大なご支援を賜っ

ております。

お三人目 (CNEAS-03)は、日本鋼管 (NKK)

の研究所長•取締役・技監を経て、 2001 年 1 月

戸 E△

東北）ぐ｝：東北アジ←，，＂＇19センクー

フェロー称9H交＇；状

iぼ j:’沼釦9約投

泊東北）：＇紐 9tアジア術穴セ,,.宮i"”'
和出イi甜 0 

皮え／,.,,,,,,.’“'”シク・・,.,油I;．．t＇， no• 

,ut)ぐ雌Ut7ジ7研究セノクーフェ99-

から 2005年3月

末までの 4年 3

ヶ月、本センタ

ーの環境技術移

転 (NKK) 寄

附研究部門教授

としてご尽力い

ただいた渡邊之

先生です。先生

は、鉄鋼技術

者と して 、ま

デミー・シベリ

ア支部無機化学

研究所長Fedor

Andreevich 

KUZNETSOV 

（フ ョードル・

アンドレーヴィ

チ・クズネツォ

フ）先生です。

先生はロシア科

学アカデミー正

会員としてロシ

アの無機化学研

究をリード して

こられ、シベリ

ア支部と本学の

学術交流推進で
授与状の写真

た優れた技術

企画 ・評価者

としてご高名

であり、寄附

研究部門教授

在任中、その

中心的役割を果たされております。1996年の本

センター設置後、シベリア支部との交流関係に

おいて多大なご支援を賜り、無機化学研究所内

のシベリア連絡事務所「日本館」設置、 VSATシ

ステム稼動、 NOAAデータ受信設備等々、本セ

ンタ ーのシベリアにおける拠点形成と維持にご

尽力いただいております。先生は本センター客

員教授となられ、それ以前にも 2度、本学客員教

授となっておられます。

お二人目 (CNEAS-02) は、東京大学社会科

学研究所を定年退官後、 同大学名誉教授、本セ

ンター客員教授になられた和田春樹先生です。

力を存分に発揮されました。ロシア・中国等と

の技術交流を推進され、また優れた性能を有す

る感染性廃棄物処理炉を開発して地域貢献も進

められました。これらの実績と、技術移転関係

の実務経験に裏打ちされたご活動は、本センタ

ーにとって極めて貴重な社会貢献面の実績とな

っております。

以上、いずれも多大なご功績のあるフェロー

お三方に対 して、改めて深く御礼申 し上げます

とともに、今後とも本セン ターヘのご支援をお

願いするものです。

（山田勝芳）
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5月7日と 8日にノヴォシビルスク国立大学で仙台の

賀茂綱村太鼓が演奏を披露しました。これは以前からデ

イカンスキー・ノヴォシビルスク国立大学学長が希望し

ていたもので、東北大学の中島美樹子助教授（工学部）

のご努力でようやく実現したものです。2000年の夏に

東北大学で国際シンポジウムが連続で開催されました

が、その間外国の研究者を集めた懇親会が行われ、その

場で太鼓の演奏が行われました。それを聴いたディカン

スキー学長は惑激し、ぜひ我が大学にも太鼓の演奏者を

招きたいと考えたのです。太鼓は日本の伝統楽器ですが、

歌詞がないため、外国人にも直に伝えることができ、感

動を与えることができます。現在、ロシアだけでなく、

太鼓の演奏は米国でもヨーロッパでも広く人気があり、

宣伝の仕方によっては2000人規模の会場を満員にでき

るようです。

今回公演を行った賀茂綱村太鼓は、 仙台で太鼓の伝統

を守ろうとする地元のアマチュア団体ですが、彼らがノ

ヴォシビルスク大学の要請に応じて、太鼓を日本から持

ち込み、演奏を行いました。全員で8名のメンバーでし

たが、推定平均年齢は25歳くらいで、若者の多いグル

ープです。太鼓の演奏そのものもすばらしかったのです

が、サービス精神も旺盛で、現地の聴衆への配慮も相当

なものでした。最初の挨拶は、グループ代表の及川氏が

ロシア語で述べられました。これにはロシア人観客も感

激していました。また、演奏プログラムの途中には、ロ

シアの民謡 「カリンカ」と「トロイカ」を太鼓で演奏し、

観客を驚かせていました。演奏は大成功に終わり、観客

からアンコールを求められるほどでした。演奏終了後、

ロシア人のために太鼓の手ほどきが行われていました

が、これにも多くのロシア人学生が参加し、太鼓の練習

をしていました。

加茂綱村太鼓のホームページ http://taiko-web.com/taiko/ 

（塩谷昌史）

●RR000000R@ 
2004年度共同研究発表会

2005年4月11日（月）13:00より、 2004年度共同研究発

表会が開かれた。センターの共同研究は2004年度で終

了した2テーマと現在進行中の8テーマがあり、それぞ

れ最終成果報告と中間報告が行われた。現在進行中のテ

ーマの内、 3テーマは2004年度より重点プロジェクトに

指定されている 。

報告会終了後には

30分ほどの総合討

論の時間がもたれ、

今後の共同研究、

共同研究発表会の

進め方について活

発な議論がなされ

た。

最終成果報告：

●東アジア出版文化の研究

代表：磯部彰

●海南島の地方文化に関する文化人類学的研究

代表：瀬川昌久

中間報告：

●東北アジア世界の形成と地域構造（重点）

代表：山田勝芳

●前近代における日露交流資料の研究（重点）

代表：平川新

●白頭山東部における 10世紀巨大噴火と遼・高麗王

への歴史的影響（重点）

代表：谷口充宏

●西シベリア塩性湖チャニー湖沼群の環境と生物群集

に関する研究

代表：菊地永祐

●図1門江沿流居民生活誌の通時的共時的研究
代表：上野稔弘

●ノア・データの利用による東北アジアの環境変動解

析とデータベース作成に関する学際的研究

代表：山田勝芳

●モンゴル語資料の文献学的研究

代表：栗林均

●北アジアの環境・文化・歴史に関する総合的研究

代表：岡洋樹

（菊地永祐）
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ポスト社会主義世界の民族・文化・宗教

2005年4月22-23日の二 日間にわたって開催された

この研究会は、旧ソ連地域を中心に東欧・中国・モンゴ

ルを対象にした多分野の地域研究者が集うものだった。

一日目のセッションは、「ポスト社会主義地域研究の最

前線」と題され、最新の現地調査・史料調脊に基づく報

告が行われた。その構成は、①中村知子（院・環境）

「西部大開発実践下の人々~ ②杉

本敦（院・文学）「く）レーマニア農村＞に関する人類学

的研究 その家族のあり方を中心に」、③滝澤克彦

（院・ 文学）「ポス ト社会主義モンゴルにおける宗教状

況」、④染矢文恵（院・国際文化）「コサックとく山岳

民＞の関係にみる北カフカスの革命： 1917-1921」、で

東北アジアニューズレター

（日本学術振興会）「ポス ト社会主義ロシアにおける呪術

の復興」、⑥渋谷謙次郎（神戸大学）「帝国・民族自決・

多文化主義 ロシアの多民族編成原理と民族政策の行

方」、⑦佐々木史郎（国立民族学博物館）「ソ連民族学に

おける人類社会発展史研究」だった。この研究会は、高

倉が客員教員と して代表を務める国立民族学博物館共同

研究 「ポス ト社会主義における民族学的知識の位相と効

用」が仙台で開催されることに伴い、東北アジア研共催

として組織されたものである。東北大学において別々の

研究科に分かれて学ぶ人類学・宗教学・ 歴史学等の院生

の多くが一同に介し、全国各地から出席した共同研究メ

ンバーと併せた 26名によって活発な意見交換が行われ

ある。二日目のセッションは、「ポスト社会主義におけ た。

る民族学的知識の位相と効用」と題され、⑤藤原潤子

講演会「西シベリア南部の鳥類」

今年3月より東北アジア研究センターの客員教授とし

てセンターで共同研究を行っている ロシア科学アカデミ

ー・シベリア支部・動物分類生態学研究所のアレクサン

ドル K.ュルロフ博士の講演会が、 6月14B（火）に本セ

ンター第ニセミナー室で開催された。講演は、西シベリ

ア地方南部の森林ステップおよびステップ湿地地帯が、

南アジア、中東、アフリカ、ヨーロッパの渡り鳥にとっ

て繁殖地や中継地、越冬地としての重要な場である こと

について報告があった。特に絶滅危惧種が繁殖地として

ー：• ,
■寄附研究部門
平成17年3月31日付けで【環境技術移転 (NKK寄附研究

部門）の期限が来たため廃止になりました。これに伴い

●渡邊 之（ワタナベ、イタル）教授：環境技術

●甦叶（ス エー）助手：環境政策

両先生が辞職されました。

■現在の客員研究者
本年7月～9月の東北アジア研究センターの客員教授をご

紹介します。

く客員教授〉

【国内から】

●坂本現意（サカモト、モトイ）教授：科学技術振興機構情

報事業本部主任調査員、 開発と社会変容研究分野

●古畑 徹（フルハタ、トオル）教授：金沢大学文学部教授、

東アジア・ 北アジア交流論研究分野

●田村正行（タ ムラ、マサユキ）教授：京都大学大学院工学

研究科教授、森林等の資源研究分野

（高倉浩樹）

いる 8種の現状について説明があった。更に、気温や水

位などの環境条件の

違いや個体群の大き

さが、水鳥の繁殖や

生産性にあたえる影

響について詳細なデ

ータに基づいた解説

があった。

（鹿野秀一）

【海外から】

• 

講演するユルノフ氏

●銭 杭（チェン、ハン） ：中国、上海社会科学院歴史研究所研

究員、「家族・親族における出自制度一中日両国の比較研究」

●金喜俊（キム、ヒジョン）：韓国、 釜慶大学教授、「地下

電磁計測による東北アジア環境計測評価に関する研究」

〈客員研究員〉

●Ookhnoi Batsaikhan（オーホノイ、バトサイハン）モン

ゴル、モンゴル科学アカデミー国際研究所研究員、「20世
紀におけるモンゴルの独立と日本」

●朴 慶沫（パク、ケンシュ） ：韓国、江陵大学校人文大学

日本学科教授、「江戸時代の商品流通に関する研究」

■機関研究員
●伊藤大介（イトウ、 ダイスケ） ：近未来の宮城県沖地震に

備えた歴史資料保全のための調査研究

●金谷 弦（カナヤ、ゲン） ：西シベリア塩性湖チャニー湖

沼群の環境と生物群集に関する研究

●嶋野岳人 （シマノ 、タケ ト） ：白頭山東部における 10世紀

巨大噴火と遼・高麗王朝への歴史的影響

●畠山 禎（ハタケヤマ、タダシ） ：ロシア・ソ連史および

日露・日ソ関係に関する歴史文献学的研究

（北風嵐）
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東北アジアニューズ レター

哀悼大道寺小三郎副会長
山田 勝芳（東北アジア研究センター教授•本会前理事長）

当懇話会副会長の大道寺小三郎前みちのく銀行会長が、

本年7月21日 （水）、 80歳で急逝されました。 体調がすぐ

れないとの報道がなされていて心配しておりましたが、こ

のたびの急な訃報に接し、全く信じられない思いでした。

本会設立の際、大道寺小三郎前会長には格段のご理解

を賜り、極めて多忙であるのにも関わらず本会副会長を

お引き受けいただきました。そして、西澤潤一会長、渡

邊幸治副会長とともに、会務全般にわたってご指導をい

ただき、多大なご支援を賜りました。このご支援が、微

弱であった本会の基盤を固め、本会の諸活動を支えてき

たと言っても過言ではありません。また豊富なロシア経

験に基づいた適切なご指導も多々賜りました。

大道寺小三郎前会長は、 1925年北海道静内町生まれで、

東北大学法学部を卒業し、 1958年弘前相互銀行に入り、

その後1976年、弘前相互銀行と青和銀行の合併によるみ

ちのく銀行誕生の際には、戦後初の相互銀行と地方銀行

の異種銀行合併による地方銀行化という困難の中で、取

締役東京支店長として大きな役割を果たされ、 1986年み

ちのく銀行頭取、 1997年からは会長として、今年5月に

退任されるまで同行を率いてきました。

その経営においては、先駆的にリテール路線を打ち出

し、「家庭の銀行」を標榜しました。お話をうかがった

時、この「家庭の銀行」は今では大銀行も使いたがるが、

商標登録しているから同行だけが使える、と話されてお

りました（なお、「朝日新聞」 2003年10月18日の「be

on Saturday」のインタビュー記事にもあります。）。そ

の優れた先見性の一端がうかがわれます。この先見性は

外国に向けても発揮され、大銀行が全く見向きもしてい

なかったロシアヘの現地法人（「みちのく銀行モスクワ」

1999年）設立として現れました。これもまず草の根の

交流から初め、年間10回以上ものロシア訪問による人

脈形成と現地駐在員を通じた広範な情報収集があったれ

ばこそと申せます。これに対してロシアも、名誉総領事

任命 (2001年。うしとら9号参照。）、プーチン大統領か

らの「友好勲章」授章 (2003年。うしとら 20号参照。）

という形で応えました。

本業の銀行業においては、 「型破りの銀行マン」 「カリ

スマバンカー」などと称され、優れた先見性と豊富なア

イディアの持ち主でありました。青森市の同行本店でお

会いしたときは、周囲の方々の緊張感ともども強くそれ

を感じましたが、 日口交流協会の会合などでお会いした

ときは、ずっと穏やかな惑じであり、つい青森のことな

どお話させていただきました。ヨットを趣味とされ、こ

の海への深い愛情が、多くの木造船を集めた「みちのく

北方漁船博物館」（青森市）設立に至らせま した。

本懇話会運営に当たって、実地経験に基づいた鋭いご

意見やご指導を賜ることは、もはやできなくなってしま

いました。しかし、彼世ではゆっくりお休みになられた

後、愛用のヨッ トに乗って世界各地をめぐる旅に出て、

趣味の世界に存分に浸られるのではないか、と想像いた

します。心よりご冥福をお祈りいたします。

刃渭甕わク

東北アジア研究センター開設 5周年記念懇親会 (2001.10.1)にご臨席時
の大道寺副会長（中央。右 西澤会長、左渡邊副会長）

坂本先生は日露技術交流に直接関わるお仕事をされてこられました。センター客員教授と しての活動が懇

話会会員の皆様と結びつきながら発展することを期待しています。また大道寺小三郎副会長の御逝去にあた

り、心から哀悼の意を表します。 （佐藤 源之）
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